




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































漁具分類 漁具名（漁法） 調査地 仕掛け場所 魚 出　典
箋
笙
筆
笙
答
笙
筆
答
笙
笙
笙
笙
笙
箋
箋
答
窒
笙
笙
箋
笙
答
答
答
笙
魚伏籠
魚伏籠
魚伏籠
網
網
網
網
網
刺突具
刺突具
刺突具
刺突具
刺突具
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
手掴み
その他
その他
その他
ドジョウウケ（同左）
オケ（同左）
ドジョウウケ（ノボリ）
ドジョウウケ（ノボリ）
ドジョウウケ（ノボリ）
ノボリウケ（ノボリ）
ウケ（クダリ）
ドジョウウケ（クダリ）
ウケ（同左）
カゴウケ（同左）
タチウケ（同左）
ドジョウウケ（ノボリ）
ドジョウゥケ〔クダリ）
フナウケ（クダリ）
ドジョウウケ（アキクダリ）
カイホシウケ（カイホシ）
ドジョウウケ（クダリ）
ドジョウウケ（アキクダリ）
タカッポウ（同左）
ドジョウウケ（クダリ）
長野市檀田
長野県長野市犬石
栃木県鹿沼市酒野谷
栃木県鹿沼市野尻
栃木県粟野町北半田
栃木県粟野町細尾
栃木県粟野町深程
栃木県粟野町深程
栃木県粟野町小金沢
栃木県小山市生良
栃木県小山市生良
栃木県小山市網戸
栃木県小山市網戸
栃木県小山市網戸
栃木県小山市網戸
栃木県小山市網戸
栃木県小山市上生井
栃木県小山市上生井
栃木県小山市下生井
栃木県小山市白鳥
ドジョウウケ（ノボリドジョウ）神奈川県横須賀市衣笠栄町
ドジョウウケ（クダリドジョウ）神奈川県横須賀市衣笠栄町
ドジョウド（同左）
ウエ（同左）
ドジョウカゴ（同左）
ウゲ（アカシ）
オウギ（同左）
イタギ・ドウヅキ（同左）
ケイサンデ（同左）
タモ（特になし）
ドジョウスクイ（同左）
張り網（ワタカオイ）
サデアミ（同左）
ヤス（ヒブリ）
バリ（ドジョウタタキ）
ウナギカマ（同左）
ツキ（同左）
ウナギカキ（ウナギカキ）
（ナワシロツブ）
（ドッジョトリ）
（特になし）
（特になし）
（ヨケホリ）
（ドジョウオサメ）
（特になし）
（特になし）
（タニシヒロイ）
（ドジョウホリ）
（タニシヒロイ）
（特になし）
（カイポシ）
（特になし）
（カイホシ）
（カイホリ）
（タニシヒロイ）
（タンボツカミ）
（タニシヒロイ）
（ドジョウホリ）
（クモリカチ）
（特になし）
ざる・蚕網（特になし）
のこぎり・なた（オーニケリ）
ざる（クモリカチ）
神奈川県横須賀市池田
滋賀県守山市木浜
香川県観音寺市池之尻
長野県大町市海ノロ
滋賀県守山市木浜
香川県観音寺市池之尻
長野県大町市海ノロ
神奈川県横須賀市大矢部
滋賀県守山市木浜
滋賀県守山市木浜
香川県観音寺市池之尻
栃木県小山市網戸
神奈川県横須賀市池田
神奈川県横須賀市大矢部
滋賀県守山市木浜
香川県観音寺市池之尻
新潟県上越市桑取横畑
長野県長野市檀田
長野県長野市檀田
長野県長野市檀田
長野県長野市田子
長野県長野市犬石
長野県長野市犬石
栃木県粟野町小金沢
栃木県小山市網戸
栃木県小山市網戸
栃木県小山市白鳥
栃木県小山市白鳥
栃木県小山市白鳥
茨城県茨城町下石崎
神奈川県横須賀市久里浜
神奈川県横須賀市池上
滋賀県守山市木浜
滋賀県守山市木浜
香川県観音寺市池之尻
香川県観音寺市池之尻
沖縄県八重山郡竹富町祖納
沖縄県八重山郡竹富町祖納
長野県長野市田子
沖縄県八重山郡竹富町祖納
沖縄県八重山郡竹富町祖納
水田の水ロ
溜池の排水時
代掻前の水田
用水路の水入れ時
田草取り時分の水田
用水路の堀干し時
田植直後以外の水田
水田の落水時
田植時の水田
田草取り時の水田
田草取り時の水田
水田の水入時・田草取時
夕立時・稲刈前の落水時
水田の中干し時
稲刈後の水田
用水路の堀干し時
水田の中干し時
稲刈後の水田
冬の低湿田
夕立にあった水田
水田
水田
田植後の水田
水田の畦際
水田の水ロ
冠水した低湿田
冠水した低湿田
溜池のゴミタテ（排水）
水田の尻水口
溜池の排水時
水田のホリ（堀）
冠水した低湿田
溜池のゴミタテ（排水）
水田への水入れ時
田植前の水田
溜池の排水時
冠水した低湿田
溜池のゴミタテ（排水）
苗代田
水田のヒイセギ（排水溝）
苗代田・稲刈後の水田
用水路の石垣
水田のヨケ（排水溝）
水田のヨケ（排水溝）
溜池の水落とし
用水路の堀干し
苗代田・田起こし前の田
田起こし時の水田
稲刈後の水田
冠水した低湿田
掘り上げ田のホリ（堀）
溜池の池普請時
アゲタ（揚田｝のホリ（堀）
水田のタマリ（水溜）
稲刈後の水田
冠水した低湿田
稲刈後の水田
水田の水口付近
水田のミズクモリ（水溜）
水田
溜池の排水時
田起こし・代掻した水田
水田のミズクモリ（水溜）
ドジョウ
エビ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
（安室，1989b）
（安室，1995b）
（安室，1984）
（安室，1984）
（安室，1984）
ハヤ・ヤマメ・カジカ他（安室，1984）
フナ
フナ’ドジョウ
フナ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
フナ
ドジョウ
（安室．1984）
（安室，1984）
（安室，1984）
（安室」984）
（安室，1984）
（安室，1989a）
（安室，1989a）
（安室，1989a）
（安室」989a）
コイ・ナマズ・ウナギ他（安室，1984・89a）
ドジョウ・フナ
ドジョウ
ゥナギ・ナマズ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
ドジョウ
フナ
フナ・コイ他
フナ・コイ他
フナ
フナ・コイ他
ドジョウ
ワタカ
コイ・フナ他
フナ
ドジョウ・フナ
ウナギ
コイ
ウナギ
タニシ
ドジョウ
タニシ
カニ
ドジョウ
ドジョウ
コイ・フナ・エビ他
ドジョウ・ウナギ
タニシ
ドジョウ
タニシ
フナ他
コイ・フナ
フナ・ウナギ
（安室，1984）
（安室」984）
（安室．1984）
（安室，1984）
（安室，1996）
（安室，1996）
（安室」996）
（安室」987a）
（安室，1990b）
（安室，1992b）
（安室．1987a）
（安室．1990b）
（安室，1992b）
（安室，1996）
（安室，1987a）
（安室，1987a）
（安室，1990b）
（安室，1989a）
（安室，1996）
（安室、1996）
（安室，1987a）
（安室，1990b）
（安室，1999）
（安室，1989b）
（安室，1989b）
（安室，1989b）
（安室，1994b）
（安室，1995b）
（安室，1995b）
（安室，1984）
（安室，1984・89a）
（安室，1989a）
（安室，1989a）
（安室，1989a）
（安室，1989a）
（安室，1995a）
コイ・フナ・ドジョウ他（安室，1996）
フナ・ウナギ他
タニシ
フナ・コイ他
タニシ
ドジョウ
フナ・ウナギ・エビ
タニシ
コイ・フナ・エビ他
ウナギ
エビ・メダカ
（安室」996）
（安室，1987a）
（安室」987a）
（安室，1990b）
（安室，1990ba）
（安室，1994a）
（安室，1994a）
（安室．1994b）
（安室，1994a）
（安室．1994a）
＊ここに掲げた資料は、筆者がこれまで自ら調査して入手したもの（既発表のみ）である。ただし、水田漁携の行われた
　地点（集落）、漁具名、仕掛け場所、仕掛け方等が明確なものに限った。詳細はそれぞれ出典を参考にしていただきたい。
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［「水田漁携」の提唱］…一安室知
遡って考察してみる必要があると筆者は考えている。
　佐々木高明は，明確に弥生という時代設定をして，当時の文化を構成する要素のひとつに水田漁
携をとり上げている。さらに，それを中国大陸から伝わった技術・習俗のひとつと位置づけている
［佐々木1993］。筆者は，これまでにも繰り返し指摘してきたように，水田漁携の系譜・起源は当然
水田稲作文化の起源と深い関わりを持つことは充分に民俗事例から推論することはできるし，そう
した文化階段にあってはその重要な構成要素のひとつになるとも考えている。しかし，その系譜が
大陸につながるものかどうかについてはまだ充分に検討する余地があるのではなかろうか。
　近年になってやっと考古学的な見地から，水田漁携が弥生時代にあってはきわめて重要な役割を
果したという見解が出されるようになった［大沼1992，根木ほか1992］。とくに大沼芳幸は網が多
用される「縄文的漁法」に対して，ウケに代表される水田漁携を「弥生的漁携」と位置づけており
注目される。ただし，そうした考古学上の研究は，筆者がかねてから行ってきているように，まだ
民俗事例からの推測の域を出ていない。現時点では，民俗事例を無批判に弥生時代にまで遡って解
釈することは許されないであろう。確たる発掘報告による検証が待たれるところである。
おわりに
　本稿においては，水田漁携の実態とその意義について論じるとき，ひとまず空間軸を日本に，ま
た時間軸を昭和初期に設定しておいた。しかし，先にみたように，地域的広がりや歴史的深度から
いっても，水田稲作文化と漁携との関係は根源的なものがうかがわれる。
　今後の課題としては，水田漁携は，漁携類型のひとつとして歴史的にどのくらいまで遡りうるの
か，また世界的にみるとどのような地域的広がりを持つのか，さらにはそうした地域的広がりのな
かにあって各地の多様な環境条件下においていかなる受容のされ方をしているのか，といった点を
考究していかなくてはならない。そして，その上でもう一度，水田漁携の歴史的・民俗的意義を問
い直してみなくてはなるまい。こうした問題を解決するには，民俗学的な調査研究だけでなく，今
後は考古学上の成果を十分に検討しながら，同時に人類学や生態学といった関連分野を取り込んだ
学際的研究が不可欠であると痛感する。
　また，水田漁携の究明は，水田稲作の歴史的展開構造を考える上で，ひとつの重要な観点になる
と筆者は考えている。水田漁携を突破口にして，もう一度柳田国男が挑んだ『稲の日本史』の問題
を考えてみたいと思う。
註
（1）　漁携技術や漁場水域による分類の他にも，漁携
により生計を営む村に注目して，漁村類型というかたち
で，漁携のあり方を分類することも可能であろう。また，
それは漁業資本や漁業制度による分類とも関わってくる。
これらについては，いくつもの優れた先行研究が社会学
や地理学および経済史学を中心になされている。いくつ
か例を挙げてみると，「純漁村」・「主漁従農村」・「半農半
漁村」・「主農従漁村」・「純農村」・「漁業市場」の農漁生
産を指標とした6分類［青野1957］は学史的につとに有
名であるが，そのほかにも，漁場の利用形態および漁業
権による漁村類型として，「専用漁業権の村」・「特別漁業
権の村」・「定置漁業権の村」・「区画漁業権の村」という
4分類［潮見1954］がなされたり，漁民層の分解と漁携
技術および漁場の所有形態の3要素から，「小生産的漁
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村」・「資本的生産的漁村」・「出稼漁村」・「内水面漁村」
に4分類する考え方も提出されている［小沼1957］。
　しかし，ここでは漁村を対象とした類型化については
深入りしないことにする。ひとつには，本稿では，漁村
の概念にとらわれず，漁携行為そのものを通して類型化
を試みようとするからである。また，多くの場合，こう
した分類は，海附きの村を対象にしたものであり，さら
にいえば，所与の前提として漁携により生計を営む家
（村）を対象としたものとなっているからである。内水面
の場合には，琵琶湖のような大水面に隣接し生計活動と
して特化した漁業を営む漁村のみ対象化されるにすぎな
い。こうしたことは本論に述べる民俗学における漁携類
型の問題にも共通する点である。
（2）一ここでは，『明治前日本漁業技術史』［日本学士
院1959］の分類にしたがったが，『日本水産捕採誌』［農
商務省水産局1912］においても，釣漁・網漁・特殊漁と
いうほぼ同様な分類がなされている。
（3）一たとえば，『日本の漁業』［平沢1981］によると，
沿岸漁業・沖合漁業・遠洋漁業という分類には明確な規
定はあるわけではないとしながらも，以下のような目安
を挙げている。沿岸漁業は日帰りか1日どまりの範囲の
海域で行われる漁業，沖合漁業は漁場が2・3日以内の
ところにあり出漁期間が1ヶ月以内のもの，遠洋漁業は
沖合漁業以遠の漁場を利用するもの。
（4）一本稿では，漁携と漁業とは明確に使い分けてい
る。すなわち，漁携とは水中に棲息する生物（魚類・貝
類・藻類など）を採補する行為自体をいい，漁業とは経
済行為としての漁携をいう。したがって，漁携は経済性
の有無は問われないのに対して，漁業は「事業あるいは
産業として経営される」［末広ほか1962］もので，とく
に市場経済と結びっいた概念である。
（5）一たとえば，その代表に『原始漁法の民俗』［最上
1967］がある。そうしたとき原始漁法に関する明確な定
義づけはなされていない。単に海面に比べると内水面は
著しく技術革新の遅れた，つまり原始的なものが残存す
る「古い時代の漁法」という程度の意味で用いられてい
る。
　そうした原始漁法という視点に立つと，桜田勝徳［桜
田1959］や竹内利美［竹内1983］のように，研究者の
関心はより古い時代へと向けられることになる。一例を
上げれば，内水面漁携具と狩猟具との類似性に関する問
題への関心はその典型である。一見すると，本稿の主題
である内水面漁携と水田稲作との関係性に関する問題と
類似しているように捉えられようが，まったく違う視点
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に立っているといえる。
（6）一川漁師は，セッショウ（「殺生」に由来すると考
えられる）などと他称されることをみてもわかるように，
一般の農民とは区別され，またときに差別的な扱いを受
けることが多い［安室1990a］。川漁師の問題には，本
稿とはまた別の分析視点が必要であると考える。
（7）　　こうした点を明らかにした上で，筆者は，さら
に水界への志向性や信仰および世界観といった要素を分
析対象に取り込むことにより，高桑が主として海民の分
析から抽出した「農民漁業」との合体を試みる必要があ
ると考えている。
（8）　　4月から9月までが水田用水期で，10月から3
月までが水田乾燥期という区分は，あくまで日本におけ
る平均的な値にすぎない。南北に長い日本列島の場合，
その地域差は大きいものがある。極端な例をあげると，
沖縄県八重山諸島では，水田用水期と水田乾燥期の区分
はそれぞれ1月から6月までと7月から12月までとい
うように平均値からは大きく外れている。また，八重山
では水田乾燥期とはいっても，在来農法では水田を乾燥
させないようにしていたため，農閑期でもたえず水田に
は水が張られていた。したがって，正確には水田乾燥期
という言い方は当たらない。こうしたことは程度の差こ
そあれ，日本国内の地域差として各地に認められること
である。そうした地域差を生む要因は，気候条件だけで
なく，その地域における在来農法のあり方ともかかわっ
ている。
（9）　　網戸の中でも折本と本宿には，網戸用水の上流
側にある藤塚・中坪・追切の3部落のようなセキにおけ
る共同のカイボシ慣行はみられなかった。それは，網戸
用水の末流にある折本と本宿は網戸用水自体の水量が乏
しく，支水路に分水するためのセキが設けられなかった
ためである。
（10）一水田魚類については，管見の及ぶ限りではエッ
セイ風の文章に散見される言葉であるが，明確な概念規
定がなされているとは思えない。水田魚類を筆者なりに
定義すると，まず第1に水田用水系を産卵場所にする魚
介類であること，第2に水田用水系を一生または一生の
うちのある期間を棲息の場としている魚介類であること，
ということになる。この2つの条件のうちひとつでも満
たすものなら水田魚類と呼ぶことにする。ただし，ここ
でいう水田魚類とは，生物学的な概念ではなく，あくま
で人にとって有用性（食・娯楽など）のあるものという
点を重要な要素として評価しているため，人に何ら利用
されないものは除外して考えている。
［「水田漁携」の提唱］・…　安室知
（11）　　稲作民における魚食の栄養上の意味については，
フナズシを例にとり論じたことがある［安室1992c］。さ
らにいえば，畦畔栽培による大豆や小豆，二毛作による
大麦や小麦といったものも考慮に入れると，水田からも
たらされるものは総体として非常に栄養バランスのとれ
たものとなる［安室1998b］。
（12）一松井健は，マイナー・サブシステンスとは，経
済効果の高い日常的な生業活動とはまったく別の人間の
営みの位相を身体を通して体感させる機会であるとし，
そうしたマイナー・サブシステンスの有する娯楽性とし
て，それが普遍化された技術となっていない点を強調す
る。そのような未熟な技術だからこそ「技法」が要求さ
れ，結果としてマイナー・サブシステンスのもたらす成
果に個人差が生まれる。そのときそうした個人差がマイ
ナー・サブシステンスの持つ楽しみや喜びの源となるこ
とを示している［松井1993，1998］。
　また，松井のマイナー・サブシステンス論を受けて，
菅豊は従来の本業と副業という生業区分ではなく，家計
経済と深く関わりそれを目的化した活動と目的化しない
生産活動とに分けてみるとき，生計維持にとってほとん
ど意味を持たなくなってもなお労働がマイナー・サブシ
ステンスとして伝承されてくる要因を労働に内在する遊
びにもとめている［菅1998］。
（13）　公は近世的な意味での公儀を指すものではなく，
近代における地主小作制のもと実際の耕作者たる農民階
層を政治的・経済的に指導し，稲作日本を作り上げて
いった階層をいう。具体的なイメージとしては，国・県・
市町村の役人や農業指導者，および民間において稲作主
導の農政を推進した人々などである。
（14）　　『八重山島農務帳』［冨川1874ユには「一，稲
刈跡魚，鰻取杯畦切損候ハン，旱差当候節，可耕様難成，
時節取失候間，右之仕形堅可差留事」とある。
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A　Proposition　on　the　Paddy　Field　Fishery：　For　the
Fishery　System
YAsuMuRo　Satoru
Settlement　of　New
The　purpose　of　this　paper　is　to　clarif～r也e　actual　condi廿on　of　the　Japanese　paddy　丘eld　丘shery
and　to　discuss　its　fbUdodc　and　histo亘c　significance．　Then，　the　au廿lor　advocates　it　as　a　new　type
of五shery
　　　　　In　the　discussion　of　the　paddy丘eld　fisher腸its　major　sphere　is　the　water　system　fOr　rice
paddy　field．　The　inland　water　fishery　has　so血r　been　divided　into　two　groups，　the　lacustHne　and
the　river　fisheries．　However，　the　water　system　fbr　the　rice　field　has　great　significance　as　the
third　sphere．　This　system　designates　the　man－made　hydrosphere，　devised，　controlled　and
maintained　fbr　rice　crop：its　characteristics　are，　unUke　the　natural　hydrosphere，　the　water
conditions　such　as　currents，　quan6旬　and　temperature　of　water，　vary　greatly　annually　according
to　the　ac6vides　of　rice　cultiva60n．　The　paddy丘eld　fishery　is　done　with　the丘shing　gear　such　as
丘sh　pots　and　traps，血king　full　advantage　of廿le　change　of廿le　water　conditions　as廿1e　result　of
the　va亘ous　actMties　of亘ce　agdcuhure．　The皿gets　of也is　fishery　are廿eshwater丘sh　for　example
廿1e　loach（dojo），　the　crtlcian（fUna）and　tlle　carp，　which　are　highly　adapted　Ufe　styles　to廿le　paddy
丘eld，　It　can　be　divided　into　two　seasons　according　to　fishing　Principles；the　one　is　the　paddy
丘eld　season（April　to　September）which　needs　a　lot　of　small　scale，　passive　techniques，　and　the
other　is　the　dry　season（October　to　March）which　involves　relatively　large　scale，　active血shery
The　fOllowing五ve　points　can　be　noted　as　the　f6皿doric　and　historic　signi五cance　of　the　paddy丘eld
fishery：1）the　importance　of　the　seh二supporting　Hving　activities（how　to　gain　animal　protein），2）
the　importance　of　cash　income　resources，3）uni丘cation　of　the　rice　cultivating　society　produced
by　paddy血eld　fishery」4）　recreadonal　factor　of　the　fishery，5）the　in且uence　on　the　history　of　rice
agriculture．
　　　　　　The　paddy丘eld　fishery　has　so　far　been　class近ed　technologically　in　miscellaneous丘sheries，
and　has　been　considered　as　unimportant丘shing　activities　by　farmers；howeveちthe　prac6cal　base
of　this五shery　is　far　wider　spread　than　the丘shery　by丘shermen．　Moreoveちthe　paddy丘eld五shery
is　an　issue　concerning　not　only　with　Japan　but　also　with　all　the　paddy　field　rice　cul6va6ng　regions
in　Southeast　Asia．　Obse而ng　histo1うcally，　too，　fUndamental　relation　is　indicated　between　亘ce
harvesting　culture　and　the　6sheIy
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